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一般�
質問�
一般�
質問�

一般�
質問�
一般�
質問�

に6議員登壇
再建の道すじ
く追求

幼
稚
園
誘
致
と
保
育
所
再
編

整
備
を
問
う

可
能
な
か
ぎ
り
、
民
営
化
を

進
め
る

ＱＡ●
西
田

①
幼
稚
園
の
公

募
は
し
な
い
の
か
。

②
22
年
間
の
無
償
貸
与
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

③
旧
役
場
跡
地
よ
り
豊
か

な
土
地
に
誘
致
は
。

④
幼
稚
園
に
行
く
幼
児
が

少
な
い
と
き
の
考
え
は
。

⑤
保
育
所
再
編
整
備
に
よ

る
財
政
効
果
は
。

⑥
保
育
所
の
民
営
化
に
対

す
る
考
え
は
。

⑦
４
千
余
名
の
署
名
要
望

書
に
対
す
る
考
え
は
。

■
町
長

①
民
設
民
営
方

式
の
教
育
施
設
の
誘
致

は
、
教
育
理
念
や
運
営
方

針
に
視
点
を
お
い
た
選
定

が
必
要
で
あ
り
、
公
募
に

よ
る
事
業
者
の
選
定
は
現

実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

②
将
来
へ
向
け
、
安
定
し

た
公
有
地
管
理
や
幼
稚
園

誘
致
に
よ
る
「
費
用
対
効

果
」
を
検
討
し
た
上
で
無

償
貸
与
と
し
た
。

③
町
の
財
政
状
況
を
考
え

る
と
、
財
政
確
保
の
検
討

の
余
地
が
な
い
。

④
希
望
さ
れ
る
保
育
所
入

所
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

保
育
所
定
員
を
確
保
す

る
。

⑤
人
件
費
１
億
４
千
８
百

万
円
、
物
件
費
１
千
百
万

円
、
歳
入
減
３
百
万
円
、

差
し
引
き
１
億
５
千
６
百

万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

⑥
保
育
所
運
営
費
の
国
県

負
担
金
制
度
の
廃
止
に
よ

り
、
一
般
財
源
へ
の
圧
迫

要
因
が
拡
大
し
、
各
自
治

体
に
お
い
て
保
育
所
民
営

化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

本
町
も
、
可
能
な
限
り

民
営
化
を
進
め
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。

⑦
町
民
の
皆
様
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
受
け
と
め
、
町
の
考
え

方
や
取
り
組
み
が
十
分
に

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
る
。

●
永
田

保
育
所
再
編
整

備
計
画
を
策
定
し
試
案
を

作
り
住
民
説
明
会
を
さ
れ

て
住
民
の
意
見
要
望
を
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
の

か
。

■
町
長

説
明
会
の
ま
と

め
は
町
広
報
に
よ
り
報
告

す
る
。
行
政
各
般
に
わ
た

る
意
見
と
と
も
に
町
を
維

持
す
る
た
め
の
叱
咤
激
励

を
い
た
だ
い
た
。
今
後
は

保
育
所
整
備
、
幼
稚
園
誘

致
の
考
え
方
の
軸
足
を
崩

す
こ
と
な
く
要
望
を
真
摯

に
受
け
と
め
幼
児
教
育
保

育
の
環
境
整
備
に
努
め
る
。

●
永
田

食
生
活
の
乱
れ

は
健
康
問
題
だ
け
で
な
く
キ

レ
や
す
い
子
供
を
つ
く
り
教

育
現
場
の
荒
廃
や
少
年
犯
罪

に
つ
な
が
る
。
行
政
の
食
育

推
進
へ
の
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
留
学
事
業
で
農
村
の
意

義
を
発
信
す
る
考
え
は
。

■
町
長

学
校
・
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
て
食
文
化
を

大
切
に
し
、
食
育
充
実
を
図

る
た
め
、
７
機
関
に
よ
る
食

育
推
進
会
議
を
発
足
し
食
育

の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い

る
。
山
村
留
学
に
つ
い
て
は

形
態
、
財
政
的
支
援
な
ど
調

査
研
究
が
必
要
。

●
永
田

国
・
県
の
財
産

の
三
和
高
校
・
尾
三
地
域

事
務
所
世
羅
分
庁
舎
・
法

務
局
な
ど
、
効
率
性
を
一

層
重
視
し
た
資
産
活
用
を

総
合
的
に
行
う
た
め
の
対

応
策
は
。

■
町
長

国
・
県
の
未
利

用
財
産
で
役
場
周
辺
の
土

地
建
物
に
つ
い
て
は
役
場

庁
舎
と
一
体
的
に
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、

サ
ー
ビ
ス
利
便
性
が
向
上

す
る
と
考
え
て
い
る
。
関

係
機
関
と
協
議
し
、
有
効

活
用
し
た
い
。

西田美喜男議員

この子たちに未来を、ハイ　パチリ！

住
民
の
意
見
（
保
育
所
再
編
）

ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か

誘
致
の
考
え
で
環
境
整
備
に

努
め
る

ＱＡ

永田英則議員

食
育
推
進
は

食
育
充
実
を

図
る

ＱＡ

未
利
用
公
有
財

産
の
活
用
法
は

有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
む

ＱＡ

保育士の見守る中で、すくすくと育つ園児
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保育所再編に
3議員 財政再

厳しく

●
豊
田

①
幼
児
教
育
の

施
設
を
「
私
が
決
め
た
」

と
独
断
が
良
い
の
か
。
②

１
億
も
す
る
用
地
を
Ｈ
22

年
無
償
は
だ
め
。
③
認
定

子
ど
も
園
は
保
育
の
充
実

に
な
る
の
か
。
④
保
育
所

統
廃
合
を
多
数
の
住
民
は

納
得
し
て
い
な
い
が
。

■
町
長

①「
公
募
せ
よ
」

の
声
は
昨
年
６
月
か
ら

で
、白
紙
は
あ
り
得
な
い
。

②
賛
否
両
論
あ
る
が
、
一

番
有
利
な
方
法
だ
。
③
併

設
型
を
想
定
、
大
田
・
甲

山
・
宇
津
戸
の
３
歳
児
未

満
と
乳
児
保
育
の
充
実
に

な
る
。
④
行
財
政
改
革
の

ス
ピ
ー
ド
化
を
推
進
し
た

い
。

●
豊
田

世
羅
町
の
入
札

率
は
、
平
均
91
％
以
上
と
高

い
。
国
は
１
千
万
円
以
上
の

工
事
に
一
般
競
争
入
札
を
指

導
し
て
い
る
が
、
入
札
率
が

高
い
本
町
に
早
期
導
入
を
求

め
た
い
。

■
町
長

競
争
性
・
透
明

性
を
高
め
る
た
め
に
、有
効
。

Ｈ
20
年
度
よ
り
「
入
札
・
契

約
の
電
子
化
」
に
伴
い
、
地

域
産
業
の
育
成
に
配
慮
し
つ

つ
、
一
般
競
争
入
札
導
入
を

検
討
し
た
い
。

●
豊
田

下
水
道
工
事

や
、
大
規
模
で
多
額
な
投

資
を
要
す
る
も
の
な
ど
は

規
模
縮
小
・
凍
結
し
福

祉
・
教
育
な
ど
大
事
に
し

な
が
ら
住
民
本
位
の
行
財

政
改
革
こ
そ
進
め
る
べ
き

だ
が
。

■
町
長

財
政
改
革
が
第

一
で
「
ゆ
る
ま
ず
、
ひ
る

ま
ず
、
し
り
ぞ
か
ず
」
と

不
退
転
の
決
意
で
進
め
た

い
。

●
徳
光

現
在
、
県
に
は

２
者
の
認
可
要
請
が
出
さ

れ
て
い
る
。
県
に
よ
る
一

本
化
は
進
展
し
て
い
な
い

が
。
①
町
で
２
者
の
一
本

化
を
調
整
す
べ
き
で
は
。

②
一
本
化
の
調
整
は
選
定

委
員
会
を
設
置
し
選
定

を
。
③
町
内
に
２
者
の
認

可
は
可
能
か
。

■
町
長

①
町
は
設
置
認

可
の
調
整
は
で
き
な
い
。

②
第
３
者
機
関
を
設
置
し

選
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
③
県
知
事
の
権
限

で
あ
り
町
は
申
す
立
場
に

な
い
。

●
徳
光

今
回
町
民
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
が
、
①
業
者
選
定
は

公
募
し
選
定
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
。
②
旧
庁
舎
跡
地

は
売
却
か
有
償
貸
与
に
。

幼
稚
園
は
公
募
で
用
地
は

有
償
で

白
紙
見
直
し
は
あ
り
得
な
い

ＱＡ

豊田　勲議員

一
般
競
争
入
札

を
導
入
せ
よ

Ｈ
20
年
度
実
施

で
準
備
す
る

ＱＡ

処理場築造中

下
水
道
工
事
な
ど

規
模
縮
小
を

財
政
再
建
が

第
一
と
認
識

ＱＡ

ケ
イ
セ
ン
学
園
と
世
羅
幼
稚
園
の

認
可
状
況
は

町
は
関
知
し
な
い

ＱＡ

■
町
長

①
教
育
関
係
は

一
般
の
事
業
と
異
な
り
、
公

募
し
て
競
争
す
る
の
は
な
じ

ま
な
い
。
②
無
償
貸
与
と
す

る
の
が
将
来
へ
の
町
有
地
と

し
て
確
保
や
、
諸
権
利
、
財

政
効
果
の
問
題
な
ど
が
あ

り
、
無
償
貸
与
が
ベ
タ
ー
で

あ
る
。

●
徳
光

大
田
保
育
所
の

存
続
は
あ
る
の
か
。

■
町
長

今
の
と
こ
ろ
大

田
・
甲
山
・
宇
津
戸
地
区

は
、
大
田
保
育
所
・
甲
山

保
育
所
施
設
の
２
ヶ
所
の

保
育
所
を
再
配
置
す
る
考

え
で
あ
る
。
保
育
所
は
可

能
な
限
り
民
営
化
し
、
世

羅
町
保
育
所
条
例
を
改
正

後
民
営
化
の
具
体
策
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
ゆ
く
。

徳光義昭議員

「
公
募
で
幼
稚
園
誘
致
を
」

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が

教
育
関
係
は
公
募
に
な
じ
ま
な
い

ＱＡ

大
田
保
育
所
の

存
続
は

再
配
置
で
存
続

ＱＡ
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一般�
質問�
一般�
質問�

●
矢
山

過
疎
債
な
ど
借

金
の
残
高
を
下
げ
る
必
要

が
あ
る
。
水
道
や
下
水
道

の
整
備
は
、
き
び
し
い
財

政
の
中
で
、
抑
え
て
、
利

子
と
返
済
金
を
、
毎
年
10

億
円
位
引
下
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

■
町
長

過
疎
債
は
Ｈ
18

年
度
末
で
60
億
円
の
残
高

見
込
み
で
３
割
が
公
債
費

に
計
算
さ
れ
る
。
簡
水
、

上
下
水
道
の
整
備
は
見
直

す
。
町
づ
く
り
基
金
は
１

億
４
千
万
円
の
償
還
が
Ｈ

20
年
か
ら
必
要
。
早
期
に

実
質
公
債
比
率
を
さ
げ

る
。

●
矢
山

75
才
以
上
の
お

年
寄
り
が
医
療
保
険
料
が

必
要
と
な
る
が
。
負
担
の

軽
減
が
必
要
で
は
な
い

か
。

■
町
長

Ｈ
20
年
４
月
か

ら
、
医
療
費
の
増
大
抑
制

し
、
公
費
で
５
割
、
現
代

世
代
か
ら
４
割
、
高
齢
者

か
ら
１
割
と
し
た
。

応
益
50
％
、
応
能
50
％

で
保
険
料
が
11
月
頃
決
ま

る
。
他
の
保
険
と
均
衡
の

と
れ
た
も
の
と
な
る
。

●
矢
山

人
件
費
が
安
い

か
ら
と
公
的
責
任
を
放
棄

す
る
こ
と
や
、
廃
止
さ
れ

る
地
区
の
意
見
は
。

■
町
長

各
地
域
で
、
説

明
会
を
行
い
、
行
政
改
革

の
堅
持
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
廃
止
さ
れ
る
地
区
へ

の
取
り
組
み
は
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
た
い
。
補

助
金
は
交
付
税
に
変
更
さ

れ
、
目
に
見
え
る
形
の
算

入
は
な
い
。

●
奥
田

若
い
世
代
で
は

就
労
せ
ね
ば
生
活
が
成
り

立
た
な
い
。
身
近
な
場
所

へ
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

な
ら
若
者
定
住
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

■
町
長

子
育
て
の
環
境

づ
く
り
や
再
配
置
の
３
歳

未
満
児
の
保
育
の
充
実
は

必
要
で
あ
る
。
公
的
に
は

財
政
的
に
困
難
と
考
え
て

い
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域

の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
取

り
組
み
に
対
し
、
側
面
的

な
支
援
を
し
て
ゆ
き
た

い
。

●
奥
田

地
域
懇
談
会
で

の
口
調
は
町
民
に
理
解
を

得
る
も
の
で
は
な
い
。
財

政
悪
化
の
ポ
イ
ン
ト
を
小

出
し
説
明
せ
ず
残
任
期
の

責
任
を
示
す
べ
き
だ
。

後
期
高
齢
者

医
療
と
負
担
は

他
の
保
険
と

均
衡
を
と
る

ＱＡ

起
債
残
高
と
今
後
の
財
政
は

実
質
公
債
費
比
率
を
下
げ
る

ＱＡ

矢山　武議員

医療の要　中央病院

保
育
所
の
再
編

と
民
営
化
は

合
意
形
成
を

は
か
る

ＱＡ

奥田正和議員

未
満
児
保
育
は
ど
う
な
る

子
ど
も
の
目
線
で
の
支
援
策
を

ＱＡ

■
町
長

改
革
プ
ラ
ン
の

見
直
し
や
進
捗
を
明
確
に

し
、
全
体
像
と
必
要
性
を

わ
か
り
や
す
く
示
し
た

い
。
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

願
う
が
、
民
主
主
義
の
中

で
皆
様
の
洗
礼
を
受
け
な

が
ら
例
外
な
く
改
革
を
実

現
し
て
ゆ
く
。

●
奥
田

各
種
団
体
へ
の

負
担
金
・
補
助
金
が
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
と
聞
く
。

住
民
自
治
へ
の
補
助
も
基

本
の
戸
数
に
納
得
い
か
な

い
面
が
あ
る
。
住
民
の
不

満
の
声
も
聞
き
、
活
動
の

指
導
育
成
に
力
を
注
ぐ
べ

き
だ
。

■
町
長

現
時
点
は
住
民

基
本
台
帳
で
算
出
し
て
い

る
が
、
特
に
周
辺
地
域
に

お
い
て
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
で
活
性
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
有
効
な
助
成

の
あ
り
方
を
探
っ
て
ゆ
く
。

補
助
金
の
あ
り
方

を
再
考
す
べ
き

Ｈ
19
年
中
に
見

直
す

ＱＡ

行
政
プ
ラ
ン
が

あ
い
ま
い
な
の
で
は

不
退
転
の
決
意
で

ＱＡ
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●
末
盛

町
の
政
策
の
柱

は
定
住
対
策
、
企
業
誘
致

も
あ
る
。①
誘
致
構
想
は
。

②
町
企
業
誘
致
促
進
本
部

は
法
律
の
専
門
、
経
済
界

の
委
員
も
必
要
で
は
。
③

町
内
外
企
業
の
動
向
調
査

と
町
内
企
業
訪
問
は
。
④

企
業
誘
致
の
環
境
づ
く
り

は
。

■
町
長

①
持
続
発
展
の

た
め
企
業
誘
致
は
極
め
て

有
効
手
段
で
道
路
網
や
情

報
通
信
な
ど
の
整
備
促
進

し
て
ゆ
く
。
企
業
情
報
把

握
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ

て
い
る
。
②
内
部
調
査
を

充
分
お
こ
な
う
必
要
性
か

ら
町
職
員
で
の
構
成
と
し

た
。
③
企
業
動
向
調
査
は

行
っ
て
い
る
。
企
業
訪
問

は
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
④

本
町
の
特
性
や
有
効
基
盤

活
用
を
し
た
環
境
整
備
を

進
め
る
。

●
末
盛

全
国
で
今
、
痛

ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
た

な
い
。
①
地
域
の
子
ど
も

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

を
ど
う
す
る
の
か
。
②
犯

罪
か
ら
身
を
守
る
意
識
づ

く
り
は
ど
う
進
め
る
の

か
。

■
教
育
長

①
策
定
中
の

町
生
涯
学
習
推
進
計
画
の

中
に
、
地
域
の
教
育
力
向

上
の
た
め
「
地
域
の
お
じ

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
運
動

を
計
画
し
取
り
組
む
。
②

毎
月
11
日
の
学
校
安
全
の

日
、
下
校
時
で
の
安
全
指

導
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
確
認

に
警
察
署
と
連
携
し
て
、

防
犯
教
室
を
計
画
的
に
実

施
し
て
意
識
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
子
ど
も
の
意

識
づ
く
り
は
命
を
守
る
こ

と
を
第
一
義
に
考
え
取
り

組
ん
で
い
る
。

●
松
浦

地
方
自
治
体
に

対
す
る
税
制
の
見
直
し
が

さ
れ
、
合
併
当
初
の
計
画

は
何
度
も
変
更
さ
れ
た
。

ま
た
社
会
情
勢
も
変
化

し
、
県
の
示
し
た
推
計
に

よ
る
と
都
市
計
画
区
域
内

人
口
は
Ｈ
17
年
の
約
７
千

人
を
ピ
ー
ク
に
Ｈ
32
年
に

は
約
４
千
人
に
な
る
と
し

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
Ｈ
２
年
に
指
定
し
た
都

市
計
画
は
変
更
さ
れ
て
い

な
い
の
は
問
題
だ
。
①
区

域
内
の
農
業
振
興
地
域
除

外
地
区
の
農
業
支
援
策

は
。
②
商
業
、
工
業
の
支

援
策
は
。
③
人
口
が
半
減

し
て
も
公
共
下
水
道
事
業

の
見
直
し
は
し
な
い
の

か
。

■
町
長

①
今
後
、
農
業

の
近
代
化
を
推
進
す
る
こ

と
が
妥
当
で
は
な
い
と
認

め
ら
れ
る
農
用
地
な
ど
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県

の
農
業
振
興
策
は
対
象
外

で
あ
る
が
、
町
と
し
て
は

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

農
業
者
に
支
援
を
し
て
ゆ

き
た
い
。
②
中
小
企
業
金

融
運
営
事
業
の
基
金
造
成

と
そ
の
利
子
補
給
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
業
者
の
自

助
努
力
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

ゆ
き
た
い
。
③
認
可
変
更

に
お
い
て
人
口
推
計
を
考

慮
し
て
い
る
。
今
後
の
適

正
な
施
設
規
模
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。
社
会
情

勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
つ
ど
計
画
を
見
直

し
、
無
駄
な
施
設
を
建
設

し
な
い
よ
う
段
階
的
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は

環
境
づ
く
り
に
努
力

ＱＡ

末盛　守議員

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

地
域
づ
く
り
は

安
心
・
安
全
が
確
保
で
き
る

取
り
組
み
で

ＱＡ

屋外で楽しく遊ぶ園児

仲良く登下校

こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
を

ど
う
考
え
る

社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て

見
直
す

ＱＡ

松浦敬潤議員

産業の活性化を期待する世羅（今高野より）


